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きょうかいがっこうコーナーをおわらせていただきます。またきょうかいがっこうコーナーを
よんでくださったことをかんしゃしております。きょうかいがっこうはにちようびにかわって
なまえもかわります：「こどもかい」とよばれます。リーダーたちにとってみなといっしょにか
みさまのべんきょうをしたり、あそんだりしたことはとてもいいおもいでです。 
 
          「かえってきたむすこ」 

あるひイエスさまはこのたとえばなしをしてくださいました。ゆっくりよんでね。 

 

１．ひとりのおとうさんにふたりの
むすこがいました。ふたりともとい
っしょにおとうさんとなかよくすご

していました。 

あるひ、いちばんしたのむすこはおとうさんにい
いました。「おとうさん、あなたはしんだときにわ
たしがもらうはずのおかねを下さい。きょう、ほ
しいのです。」おとうさんはあまりよいことだとお

もいませんでしたがそのとおりにしました。 

なんにちかたってから、むすこは
いえをでました。とおいくにまで

たびをしました。 

そこでよっぱらったりあそんだりしておか
ねをつかいはたしました。おかねがなくな
るとたべものもかえなくなった。むすこは
いえからいえへあるきまわって、たべもの
をめぐんでもらうくらしをしていたが．．． 



 
わたしたちはみな、かみさまのこどもです。かみさまはわたしたちひとりひとりをこのお

とうさんのようなこころでみまもっていてくださるのです。しかしわたしたちはときどき
かみさまのこころをわすれてしまいますがかみさまはわたしたちのことをぜったいにわす
れません。ずっとわたしたちがやりなおすことをまってくださっています。きょうのむすこ
のように、ごめんなさいといいましょうね。 
 
では、みなさまおげんきで、きょうかいでであったらこえをかけてくださいね。 

とうとうのうかでぶたのせわをするしごとについた。

ぶたのえさでもたべたいとおもったほどだった。その

うち、このむすこは「ちちのいえではたらいているひ

とのほうがたくさんたべものがある。それなのに、わ

たしたはたべものがなくてしにそうだ。いえにもどっ

て、おとうさんにあやまろう。 

それでそこをはなれ、いえにむかった。むすこがしら

なかったが、おとうさんはずっとむすこかえってくる

のをまいにちまっていた。とおくにいるのにちちおや

はそのすがたをみつけるとおおごえをだしてむすこを

むかえた。 

おとうさんはむすこをだきしてめ、お
およろこびでした。むすこは「おとう
さんわたしはわるいことをしました、
あなたのむすことよばれるしかくがあ

りません。ゆるしてください。 

おとうさんは、めしつかいにめいじまし
た。「いそいでいちばんよいふくをもってき
せて、ゆびはをはめ、きれいなくつをはか
せなさい。おいわいをしましょう。このむ
すこはしんでいたのに、いきかえった、い

なくなったのにみつけたのだ。 
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